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広報伊丹■２０２３（令和５）年５月１５日 第１４９４号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
５
１
５
０
２

岡
❶
岡
❷
井
❸
井
❹
井
❺
藤
❻
岡
❼
岡
❽
井
❾
井
10
藤
11
井
12
井
13
井

児童手当な
ど

各種手当を支給
市
は
、
右
下
表
の
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
で
受
給
手
続
き

を
し
て
い
な
い
人
は
○こ
印
は
市
役
所

２
階
の
こ
ど
も
福
祉
課
（
�
７８４
・
８

０
３
０
）、
○障
印
は
同
１
階
の
障
害

福
祉
課
（
�
７８４
・
８
０
３
２
）
で
手

続
き
を
。

◆
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
を
支
給

市
は
、
食
費
な
ど
の
物

価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受

け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

し
、
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
を
次
の
通
り
支
給
し
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
世
帯
分
】
対
象
は
▽

①
今
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
（
全
部
支
給
停
止
の

人
除
く
）
▽
②
公
的
年
金
受
給
な
ど

に
よ
り
、
同
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
（
同
手
当
に
係
る
支
給
制
限
基
準

額
を
下
回
る
人
に
限
る
）
▽
③
食
費

な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

収
入
が
急
変
し
、
非
課
税
の
人
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
―
―
人
。

①
は
４
月
２７
日
に
同
手
当
の
登
録

口
座
に
支
給
（
申
請
不
要
）。
②
③

は
５
月
１５
日
〜
来
年
２
月
２９
日
ま
で

に
申
請
を
。

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
】
対
象

は
▽
④
令
和
４
年
度
中
の
同
給
付
金

の
支
給
対
象
者
▽
⑤
平
成
１７
年
４
月

２
日
以
降
（
障
が
い
児
の
場
合
は
１５

年
４
月
２
日
以
降
）
生
ま
れ
の
子
を

養
育
し
て
い
る
人
で
同
影
響
を
受
け

て
収
入
が
急
変
し
、
非
課
税
の
人
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
。

④
は
申
請
不

要
、
⑤
は
６
月
１

日
か
ら
申
請
を
。

詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
上
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み

取
り
可
）
で
確
認
を
。

問
市
こ
ど
も
福
祉
課

�
７８４
・
８
０
３
０
。

◆
産
業
技
術
短
期
大
の

伊
丹
市
特
待
生
説
明
会

を
実
施

５
月
２８
日
㈰

午
後
３
時
半
、
産
業
技

術
短
期
大
（
尼
崎
市
西

昆
陽
）
で
。

対
象
は
市
内
在
住
か

市
内
の
高
校
に
在
籍
す

る
今
年
度
卒
業
見
込
み

の
生
徒
と
そ
の
保
護
者
な
ど
。

�
５
月
２１
日
午

後
５
時
ま
で
に
電

子
申
請
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
を
。

問
市
教
委
教
育
政
策
課
�
７８４
・
８

０
８
１
。
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第
３２
回
柿
衞
賞

受
賞
者
が
決
定

か
き

第
３２
回
柿

も
り衞
賞
は
、
上

智
大
大
学
院

博
士
後
期
課
す
な

だ

程
の
砂
田

あ
ゆ
む歩
さ
ん
（
右
写
真
）
の
論
文
「
俳
文

と
物
尽
く
し
―
元
禄
三
年
九
月
一
三

日
付
加
生
（
凡
兆
）
宛
芭
蕉
書
簡
の

再
検
討
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
俳
文
学
研
究
の
発
展
を

目
指
し
創
始
者
の
柿
衞
翁
（
岡
田
利

兵
衞
氏
）
の
事
跡
を
永
く
顕
彰
す
る

た
め
に
新
進
研
究
者
へ
の
奨
励
賞
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

砂
田
さ
ん
の
受
賞
理
由
は
、
近
世

前
期
文
学
の
広
が
り
の
中
で
「
物
尽

く
し
」
の
表
現
史
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
、
芭
蕉
の
俳
文
論
・
俳
文
観
を
描

き
出
し
、
従
来
の
読
解
を
大
き
く
進

め
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め

で
す
。

◎
伊
丹
一
句
（
１９
）
の
日

毎
月
１９

日
は
「
伊
丹
一
句
（
１９
）
の
日
」
で

す
。
俳
句
を
詠
ん
だ
こ
と
の
な
い
人

や
季
語
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
も

気
軽
に
自
由
な
投
句
を
。

応
募
期
間
は
、
５
月
１９
〜
２１
日
。

投
句
箱
設
置
施
設
か
市
立
伊
丹
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
投
句
を
。
無
料
（
特

撰
・
入
選
者
に
は
賞
品
あ
り
）。

◎
伊
丹
一
句
（
１９
）
の
日
句
会
ラ
イ

ブ
開
催

５
月
２０
日
㈯
午
後
２
時
か

ら
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、「
伊

丹
一
句（
１９
）の
日
句
会
ラ
イ
ブ
」
を

開
催
し
ま
す
。
司
会
は
、
同
館
名
誉

館
長
の
坪
内
稔
典
さ
ん
。

定
員
７０
人
。
参
加
料
千
円
。
自
由

な
俳
句
２
句
を
用
意
し
て
当
日
直

接
、会
場
へ
。先
着
順
。

◎
柿
衞
忌
を
開
催

６
月
４
日
㈰
午

後
１
時
半
、
同
館
１
階
講
座
室
で
、

柿
衞
文
庫
の
創
始
者
で
あ
る
亡
き
岡

田
柿
衞
翁
を
し
の
び
、
柿
衞
賞
受
賞

者
の
表
彰
式
や
受
賞
記
念
講
演
会
、

柿
衞
翁
の
魅
力
を
語
る
座
談
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。

定
員
５０
人
。
参
加
料
は
▽
一
般
�

千
円
▽
大
学
生
以
下
�
無
料
。

＊

＊

�
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
７７２

・
５
９
５
９
。
先
着
順
。

◆
「
清
酒
発
祥
の
地
・
伊
丹
」
・
蔵

人
た
ち
に
学
ぶ
「
伊
丹
の
酒
造
り
」

５
月
２０
日
㈯
午
後
１
時
、
市
立
伊
丹

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
旧
岡
田
家
酒
蔵
で

「
清
酒
発
祥
の
地
・
伊
丹
」
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
学
芸
員

に
よ
る
歴
史
講
座
、
伊
丹
の
酒
の
試

飲
、
こ
も
樽
作
り
実
演
（
右
写
真
）

の
見
学
、
小
西
酒
造
㈱
に
よ
る
清
酒

作
り
講
座
―
―
な
ど
。

定
員
４０
人
。
無
料
。

�
市
空
港
・
に
ぎ
わ
い
課
（
�
７４４

・
２
０
８
８
）
へ
。
先
着
順
。

委
員
募
集

市
空
家
等
対
策
協
議
会

市
は
、
市
空
家
等
対
策
協
議
会
の

委
員
２
人
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。▽

応
募
資
格
�
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
１８
歳
以
上
（
他
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
、
市
職
員
、
市
議
会
議

員
除
く
）
▽
任
期
�
９
月
１
日
か
ら

２
年
間
。
報
酬
あ
り
。

�
用
紙
（
様
式
自
由
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

応
募
動
機（
４００
字
以
上
）を
書
い
て
、

６
月
１５
日
ま
で
に
直
接
か
郵
送
（
必

着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役

所
建
築
指
導
課（
�
７８４
・
８
０
６
５
）

へ
。
書
類
選
考
後
、
面
接
あ
り
。

◆
使
用
料
手
数
料
等
審
議
会
市
民
委

員

市
交
通
局
は
、
使
用
料
な
ど
に

つ
い
て
審
議
す
る
使
用
料
手
数
料
等

審
議
会
市
民
委
員
２
人
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
�
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
１８
歳
以
上
（
他
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
、
市
職
員
、
市
議
会
議

員
除
く
）
▽
任
期
�
６
月
１
日
〜
８

月
３１
日
。
報
酬
あ
り
。

�
所
定
の
申
込
用
紙
（
市
交
通
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
、「
私
の

市
営
バ
ス
へ
の
思
い
」
と
題
し
た
小

論
文
（
８００
字
以
内
）
を
添
え
て
、
５

月
１８
日
ま
で
に
〒
６６４
・
０
０
１
４
広

畑
３
―
１
伊
丹
市
交
通
局
（
�
７８１
・

３
７
５
３
）
へ
。

◆
行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

４
月
１

日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
▽
吉
岡
喜
久
子
さ
ん
▽
古

屋
敷
達
夫
さ
ん
▽
永
島
健
一
さ
ん
▽

大
西
美
和
子
さ
ん
の
４
人
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
令
和
７
年

３
月
３１
日
ま
で
。
国
な
ど
へ
の
要
望

や
相
談
を
受
け
付
け
、
行
政
運
営
の

改
善
に
生
か
し
ま
す
。

同
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
は
、
第

３
金
曜
の
午
後
１
〜
４
時
に
市
市
民

相
談
課
で
実
施
。
無
料
。

問
市
市
民
相
談
課
�
７８４
・
８
０
１

１
。

特殊詐欺被害に注意!
ATMで還付金手続きはできません

市内の特殊詐欺被害件数は１～３月で１０
件、被害額約５２０万円となっています（伊丹
警察署調べ）。
被害の一例として▷架空料金請求詐欺＝サ
イト利用料の未納などを名目に電子マネーな
どをだまし取る▷還付金詐欺＝市役所職員な
どをかたりＡＴＭから送金させる▷キャッシ
ュカード詐欺＝カードが不正利用されている
と電話しキャッシュカードをだまし取る▷オ
レオレ詐欺＝親族や警察官などになりすまし
事故・事件の示談金などの名目で金銭をだま
し取る――があります。
ＡＴＭで還付金の手続きはできません。他
人にキャッシュカードを渡したり、暗証番号
を教えたりしてはいけません。電話で金銭の
話が出た場合は、家族や警察に相談を。

伊丹警察署特殊詐欺対策ＰＴ�７７１-０１１０

おはなしカフェ
『ぐりとぐら』
『ぐりとぐら』の人形劇を見た後、親
子でお菓子作り。
【日時】６月１１日㈰午前１０時
【会場】スワンホール
【定員】親子１２組
【参加料】１組５００円（１人につき１００円
追加）
�６月１日までに同館
ホームページ（二次元コ
ードから読み取り可）か
ら電子申請を。応募多数
の場合は抽選。

中央公民館�７８４-８０００

この広報紙は９万１７００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）

児童手当など各種手当一覧
◆所得制限のないもの

支給月額
高校生・専修学校生
▷国公立６０００円
▷私立８０００円
大学生１万円

支給対象者

世帯の生計中心者を交通事故などで亡くした高校、専修学
校、大学などの生徒・学生

種類
交通遺児
等学業援
助資金

○こ
◆所得制限のあるもの

３歳の誕生月まで
一律１万５０００円
３歳～小学校修了前
（第１子・第２子）１万円
（第３子以降）１万５０００円
中学生 一律１万円
所得制限限度額を超えた場合
児童１人につき５０００円
所得上限限度額を超えた場合
なし
全部支給
児童１人の場合
４万４１４０円
児童２人の場合
５万４５６０円
児童３人以上の場合
１人増えるごとに６２５０円加算
※所得に応じて手当の一部ま
たは全部が停止になることが
あります
児童１人につき
重度障がい児５万３７００円
中度障がい児３万５７６０円

１万５２２０円

年額１０万円

２万７９８０円

昭和３１年４月１日以前生まれ
の人
重度４万１２８１円
中度３万３０２５円
同年４月２日以後生まれの人
重度４万１４０６円
中度３万３１２５円

中学校修了前の児童を養育する人

１８歳に達する日以降の最初の３月末（心身に中度以上の障が
いがある場合は２０歳未満）までの、次のいずれかに該当する
児童を養育している父母か養育者
▷父母が離婚した児童
▷父か母が死亡した児童
▷父か母が重度の障がい（障害年金１級程度）の状態にある
児童
▷父か母がDV保護命令を受けた児童――など

身体または精神に重度か中度の障がいがある２０歳未満の児童
（社会福祉施設に入所または障がいを事由とした公的年金受
給者除く）を養育している父母か養育者
２０歳未満で重度の障がいがあるために日常生活において常時
介護を必要とする児童（社会福祉施設に入所または障がいを
事由とした公的年金受給者除く）
３歳以上６５歳未満の寝たきりの重度障がい者（児）（身体障
害者手帳１・２級）や最重度の知的障がい者（児）を家庭で
介護している非課税世帯の人
※社会福祉施設に入所または３カ月を超えて入院している場
合、過去１年間に自立支援給付サービスや介護保険サービス
を利用している場合除く
◎３歳以上２０歳未満は ○こ 、２０歳以上６５歳未満は ○障 へ
２０歳以上で著しく重度の障がいがあるために、日常生活にお
いて常時特別の介護を必要とする人
※社会福祉施設に入所または３ヶ月を超えて入院している場
合を除く

昭和５７年１月１日前に２０歳に達していた障がい者で日本国内
で外国人登録をしていた人等で年金制度上、障害年金などを
受給できない人

児童手当
○こ

児童扶養
手当

○こ

特別児童
扶養手当

○こ
障害児福
祉手当

○こ

重度心身
障 害 者
（児）介護
手当
○こ○障

特別障害
者手当

○障

障害者特
別給付金

○障

知




